
令和４年３月８日（火）

山本一太群馬県知事

臨時記者会見





就学・就労支援

１
支援策

２
支援策

３
支援策

４
支援策

募 金 の 受 付

住宅・物資の提供

サポート体制の構築

ウクライナ避難民の受入支援策



Ｒ４.３.７

【１】住宅・物資の提供

住宅の提供１

※県内１１団地、約５００戸が利用可能

物資（食品・日用品）の提供2
県内企業からの寄付を活用

まず「温泉地の宿泊施設」等で受入を検討

長期滞在に向けては「県営住宅」を活用



相談窓口の設置１

市町村・関係団体等との連携2

【２】サポート体制の構築

医療・福祉制度の情報提供3

「ぐんま外国人総合相談ワンストップセンター」を活用

自動音声翻訳機を活用

各種専門相談窓口とも連携（女性相談センター等）



【３】長期的な滞在に備えた就学・就労支援

就学支援１

就労支援
カウンセリングにより希望等を把握
就労を希望する方と企業とのマッチング支援

2

※政府の方針において就労可能な在留資格が認められた場合

これまでの経験を生かした支援
外国籍児童・生徒の「受入手引」を活用
日本語教室がない地域へ日本語指導教員を派遣
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ウクライナ避難民の方々への生活支援 など

県庁舎１階に募金箱を設置

【４】募金の受付
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